
石
に
刻
ま
れ
た
文
献
史
料

　
「
古
文
書
」と
い
え
ば
、紙
に
書
か
れ
た
も
の
を
考
え
る
ひ
と
が
多
い
で
し
ょ
う
。し
か
し
、好
太
王
碑
文
や
ロ
ゼ
ッ

タ
ス
ト
ー
ン
が
名
高
い
海
外
だ
け
で
な
く
、
日
本
に
も
、
石
碑
や
石
塔
な
ど
に
刻
ま
れ
た
文
献
史
料
は
、
た
く
さ
ん

残
さ
れ
て
い
ま
す
。「
板
碑
」
や
「
五
輪
塔
」
な
ど
に
刻
ま
れ
た
銘
文
が
、
地
域
の
埋
も
れ
た
歴
史
を
伝
え
て
く
れ

る
の
で
す
。

　
と
り
わ
け
埼
玉
・
東
京
を
中
心
と
し
て
、
関
東
地
方
に
は
五
万
基
も
の
板
碑
が
残
さ
れ
、
そ
れ
ら
は
「
武
蔵
型
板

碑
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
明
治
時
代
に
は
、
板
碑
は
、
そ
の
優
美
さ
か
ら
、
多
く
の
文
人
た
ち
に
愛
さ
れ
た
と
い

い
ま
す
。
当
館
に
も
、
多
く
の
板
碑
が
所
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
中
に
は
、
大
田
区
に
あ
っ
た
徳
富
蘇
峰
の
旧

邸
に
保
存
さ
れ
て
い
た
も
の
も
あ
り
ま
す
。

　
板
碑
は
、
現
物
の
ま
ま
で
は
な
か
な
か
銘
文
を
読
む
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
拓
本
に
と
ら
れ
ま
す
。
今

回
展
示
し
た
拓
本
は
、
埼
玉
県
入
間
市
円
照
寺
に
あ
る
有
名
な
板
碑
の
拓
本
で
す
。
こ
の
板
碑
は
、
現
在
で
は
重
要

文
化
財
と
な
り
、
拓
本
を
と
る
こ
と
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
は
満
州
で
戦
病
死
し
た
考
古
学
者
の
相
川
龍
雄
が

戦
前
に
手
拓
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
最
近
本
学
が
遺
族
か
ら
ご
寄
贈
い
た
だ
い
た
も
の
で
す
。

　
嘉
元
三（
一
三
〇
五
）年
に
、
鎌
倉
幕
府
の
内
部
抗
争
で
連
署
の
北
条
時
村
が
夜
討
ち
で
殺
さ
れ
ま
す
が
、
前
執
権

の
命
令
と
信
じ
て
襲
撃
に
加
わ
っ
た
武
士
た
ち
が
命
令
し
た
者
に
裏
切
ら
れ
た
後
、
捕
え
ら
れ
、
斬
首
さ
れ
る
と
い

う
事
件
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
板
碑
は
、
そ
の
と
き
に
斬
首
さ
れ
た
人
々
を
悼
ん
で
造
立
さ
れ
た
板
碑
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

板碑拓本
（原品：円照寺〈埼玉県入間市〉所蔵）

■ 開館時間	 午前10時～午後６時（入館は午後５時30分まで）　◎ 会期中、休館日はありません。
■ アクセス	

〒150-8440 東京都渋谷区東4-10-28 〔國學院大學渋谷キャンパス内〕
TEL：03-5466-0359　WEB：http://museum.kokugakuin.ac.jp/

【渋谷駅から】	 	 渋谷駅から徒歩約13分
	 	 都営バス（渋谷駅東口バスターミナル54番のりば学03日赤医療センター行）「国学院大学前」下車
【表参道駅から】	 	 表参道駅（地下鉄半蔵門線・銀座線・千代田線）B1出口から徒歩約15分
【恵比寿駅から】	 	 恵比寿駅（JR山手線・地下鉄日比谷線）から徒歩約15分
	 	 都営バス（恵比寿駅西口ロータリー1番のりば　学06日赤医療センター行）「東四丁目」下車

～
國
學
院
大
學
所
蔵
の
重
要
文
化
財

　
　
　
　
　
　「
久
我
家
文
書
」
を
展
示
～

企 画 展
Special  Exhibit ion

Manuscripts from
　　　 Medieval Japan

　

わ
た
し
た
ち
が
歴
史
事
実
を
正
確
に
認
識
す
る
た
め
に
必
要
不
可
欠
な
も
の
、

そ
れ
が
文
献
史
料
で
す
。
そ
の
中
で
も
と
く
に
重
要
な
の
は
、
や
は
り
古
文
書
で

し
ょ
う
。
古
文
書
に
は
必
ず
差
出
者
と
受
取
者
が
い
ま
す
が
、
こ
の
両
者
の
関
係

が
古
文
書
の
様
式
や
書
か
れ
る
内
容
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
し
た
。
下
く
だ
し

文ぶ
み

、

下げ

知ち

状じ
ょ
う、
御み

教ぎ
ょ
う

書し
ょ

、
御ご

内な
い

書し
ょ

、
禁き
ん

制ぜ
い

、
書
状
、
印
判
状
・・・
。
中
世
の
日
本
で
は
、

実
に
色
々
な
様
式
が
用
い
ら
れ
た
の
で
す
。
こ
の
展
示
で
は
、
そ
う
い
っ
た
多

種
多
様
な
古
文
書
の
数
々
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

ま
た
、
古
文
書
に
つ
い
て
考
え
る
上
で
は
、
そ
れ
が
ど
こ
に
伝
来
し
保
存
さ
れ
て

い
た
か
、
と
い
う
点
も
大
事
な
こ
と
で
す
。
公
家
や
武
家
、
寺
社
な
ど
、
自
分
た
ち

や
子
孫
の
利
益
や
地
位
の
保
証
の
た
め
に
、
古
文
書
を
大
切
に
保
管
し
ま
し
た
。

中
世
社
会
に
お
い
て
、
古
文
書
は
決
し
て
「
古
文
書
」
で
は
な
く
、「
活
き
た
文
書
」

だ
っ
た
の
で
す
。

　

な
お
、古
文
書
に
は
紙
が
使
わ
れ
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。木
に
書
か
れ
た
も
の
、

石
や
金
属
に
刻
ま
れ
た
も
の
…
こ
れ
ら
も
古
文
書
な
の
で
す
。
今
回
は
、
そ
の
よ

う
な
「
石
に
刻
ま
れ
た
文
献
史
料
」
も
展
示
し
ま
す
。

織田信長朱印

豊臣秀吉花押

会期 ： 平成28年３月19日（土）～４月17日（日）
会場：國學院大學博物館 企画展示室 

企画展 特別公開

中世の古文書をよむ
～國學院大學所蔵の重要文化財「久我家文書」を展示～

① ３月26日（土）	 14時～14時30分
　　千 々 和 到（國學院大學 文学部教授）
　　テーマ） 國學院大學所蔵の中世文書

② ４月９日（土）	 14時～14時30分
　　堀 越 祐 一（國學院大學 客員研究員・文学部兼任講師）
　　テーマ） 信長・秀吉の古文書

ミュージアムトーク 無料
申込不要

　本展示は國學院大學校史・
学術資産研究センターで進め
ている研究事業「國學院大學
の学術資産の研究と展示公開」
の成果の一部である。

執筆者 千々和　到（國學院大學 文学部教授）
堀越　祐一（國學院大學 客員研究員・文学部兼任講師）



久
我
家
文
書
の
世
界

東
国
の
武
家
文
書

―
白
河
結
城
文
書
―

　
「
久こ

我が

家
文
書
」
は
、
平
安
時
代
末
期
か
ら
明
治
時
代
に
い
た
る
ま
で
の
約

二
八
〇
〇
点
に
も
及
ぶ
、
貴
重
な
公
家
文
書
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
昭
和
六
十
三

年
に
は
国
の
重
要
文
化
財
に
も
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
明
治
十
五
年
、
久
我
建
通
が
國
學

院
大
學
の
母
体
で
あ
っ
た
皇
典
講
究
所
の
副
総
裁
と
な
っ
た
こ
と
が
縁
で
、
昭
和
六
年

に
久
我
家
よ
り
本
学
に
寄
託
さ
れ
、
昭
和
二
十
六
年
に
は
正
式
に
本
学
図
書
館
の
所
蔵

と
な
り
ま
し
た
。

　
久
我
家
は
、
村
上
天
皇

を
祖
と
す
る
村
上
源
氏
の

家
系
で
す
。
摂
関
家
に
つ

ぐ
高
い
家
格
を
誇
る
清
華

家
の
ひ
と
つ
で
、
大
臣
に

ま
で
昇
進
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
中
世
の
公
家

を
代
表
す
る
存
在
と
言
え

る
で
し
ょ
う
。

　
「
八
条
院
庁
下
文
」（
写

真
）は
、
真
清
田
社
の
本

家
で
あ
る
八
条
院
が
、
平

頼
盛
室
の
大
納
言
局
を
預

所
職
に
補
任
し
た
も
の
で

す
。
八
条
院
こ
と
暲
子
内

親
王
は
、
皇
室
の
中
核
を

な
す
広
大
な
荘
園
を
領
し

た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
ま

す
。

　
白
河
結
城
氏
は
関
東
の
下
総
国
を
拠
点
と
し
た
結
城
氏
の
庶
流
で
、
陸
奥
国
白
河
地

方
を
支
配
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
本
家
と
区
別
し
て
こ
の
よ
う
に
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
白
河
結
城
氏
に
伝
来
し
た
文
書
の
う
ち
、
國
學
院
大
學
で
は
鎌
倉
～
江
戸
時
代
ま

で
の
三
十
四
点
の
文
書
を
所
蔵
し
て
い
ま
す
。

　
写
真
の
古
文
書（
豊
臣
秀
吉
朱
印
状
）は
、

豊
臣
秀
吉
に
よ
る
全
国
統
一
の
過
程
を
知
る

上
で
と
て
も
貴
重
な
史
料
で
す
。
秀
吉
は
、

東
国
の
戦
国
大
名
に
対
し
て
「
惣
無
事
」
す

な
わ
ち
私
戦
の
禁
止
を
命
じ
ま
し
た
。
そ
し

て
こ
れ
に
背
い
た
者
に
は
厳
し
い
態
度
で
臨

ん
だ
の
で
す
。こ
の
秀
吉
の
命
令
に
対
し
て
、

東
国
の
諸
大
名
は
、
自
家
の
命
運
を
か
け
た

難
し
い
判
断
を
迫
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
中
世
の
古
文
書
は
、
各
地
の
神
社
や
寺
院
、
ま
た
は
そ
れ
ら
に
関
わ
る
人
々
の
家
に

も
多
く
残
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
社
寺
関
連
文
書
の
う
ち
、
今
回
は
國
學
院
大
學

が
所
蔵
す
る
「
吉
田
家
文
書
」
と
「
森
田
清
太
郎
旧
蔵
醍
醐
寺
地
蔵
院
等
文
書
」
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

　
吉
田
家
は
、
古
代
か
ら
朝
廷
の
祭
祀
を
司
っ
た
卜
部
氏
の
流
れ
を
く
み
ま
す
。
鎌
倉

時
代
よ
り
京
都
の
吉
田
神
社
の
神
職
を
相
伝
す
る
よ
う
に
な
り
、
や
が
て
「
吉
田
」
を

家
号
と
し
ま
し
た
。
写
真
の
古
文
書（
足
利
義
満
寄
進
状
）は
、
足
利
将
軍
の
中
で
も
特

に
強
大
な
権
勢
を
誇
っ
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
三
代
義
満
が
、
吉
田
社
へ
社
領
を
寄
進
し

た
も
の
で
す
。
吉
田
家
の
当
主
は
、
歴
代
の
足
利
将
軍
や
信
長
・
秀
吉
な
ど
、
時
の
権

力
者
と
も
深
い
交
流
を
も
っ
て
い
た
の
で
す
。

　
「
織
田
信
長
朱
印
状
」（
写
真
）は
、織
田
信
長
が
久
我
家
領
を
安
堵
し
た
朱
印
状
で
す
。

村
井
貞
勝
は
信
長
か
ら
朝
廷
と
の
交
渉
を
一
任
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
安
堵
状
は
、

貞
勝
の
手
を
通
し
て
久
我
家
へ
と
渡
さ
れ
た
の
で
す
。

　
こ
こ
で
は
、
鎌
倉
か
ら
安
土
・
桃
山
時
代
に
至
る
幅
広
い
時
代
の
中
か
ら
、
後
醍
醐

天
皇
・
足
利
尊
氏
・
北
畠
親
房
・
織
田
信
長
・
豊
臣
秀
吉
と
い
っ
た
、
歴
史
上
著
名
な

人
物
が
出
し
た
古
文
書
を
選
ん
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

社
家
・
寺
院
に
伝
来
し
た
古
文
書

　
世
界
遺
産
に
も
登
録
さ
れ
て
い

る
醍
醐
寺
は
、
大
寺
院
が
多
い
京

都
に
あ
っ
て
も
有
数
の
名
刹
で

す
。
豊
臣
秀
吉
が
盛
大
な
花
見
を

催
し
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
て
い
ま

す
。
か
つ
て
は
多
く
の
寺
領
を
保

有
し
て
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
ら
の

土
地
の
支
配
を
め
ぐ
っ
て
、
公
家

や
他
の
社
寺
と
の
間
で
訴
訟
に
及

ぶ
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
う

い
っ
た
訴
訟
で
は
、
互
い
が
文
書

を
提
出
し
て
自
ら
の
正
当
性
を
主

張
し
た
の
で
す
。
こ
こ
で
は
、
寺

院
文
書
と
し
て
、
久
我
家
と
の
間

で
行
わ
れ
た
訴
訟
文
書
を
展
示
し

ま
す
。

寿永２（1183）年９月25日付「八条院庁下文」

天正３（1575）年７月12日付「織田信長朱印状」

コ
ラ
ム

「
天
下
布
武
」
印

　
織
田
信
長
の
「
天
下
布

武
」
印
は
あ
ま
り
に
も
有

名
で
す
。
三
種
類
あ
り
ま

し
た
が
、
大
半
が
楕
円
形

か
馬
蹄
形
で
し
た
。
写
真

の
文
書
に
は
馬
蹄
形
印
が

使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
な
お
「
天
下
」
に
つ
い

て
、
も
ち
ろ
ん
「
全
国
」

と
い
う
意
味
も
あ
り
ま
し

た
が
、最
近
の
研
究
で
は
、

京
都
と
そ
の
周
辺
を
指
す

場
合
も
あ
っ
た
こ
と
が
明

ら
か
に
さ
れ
て
い
ま
す
。

信
長
の
意
図
し
た
の
は
、

果
た
し
て
ど
ち
ら
だ
っ
た

の
で
し
ょ
う
か
。

コ
ラ
ム

秀
吉
の
花
押
と
印
章

　
秀
吉
の
花
押
は
「
悉
」
を
変
形
さ
せ
た
も
の

と
言
わ
れ
て
い
ま
す（
表
紙
参
照
）。
若
年
の
頃

か
ら
ほ
と
ん
ど
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
か
ら
、
よ

ほ
ど
気
に
入
っ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。

　
一
方
の
印
章
は
、
信
長
の
「
天
下
布
武
」
印

と
比
べ
て
か
な
り
小
さ
く
、
派
手
好
み
の
秀
吉

に
し
て
は
地
味
な
も
の
で
す
が
、
秀
吉
は
こ
れ

を
終
生
使
い
続
け
ま
し
た
。
新
し
も
の
好
き
な

イ
メ
ー
ジ
の
あ
る
秀
吉
で
す
が
、
花
押
と
印
章

に
つ
い
て
は
意
外
と
保
守
的
だ
っ
た
と
言
え
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

天正14（1586）年５月25日付「豊臣秀吉朱印状」

永徳４（1384）年２月24日付「足利義満寄進状」(吉田家文書)


